
災害ボランティアセンターの設備充実のために

赤い羽根共同募金（テーマ型）

～地域で備える災害に強いまちづくり～

生活福祉資金貸付制度のご案内

認知症を知ろう!
認知症の予防とは、「認知症にならない」ということではなく「認知症の発症や進行を遅らせる」とい

うことです。認知症の多くを占めるアルツハイマー型認知症や血管性認知症は、生活習慣病（高血圧、糖
尿病など）との関連もあるとされており、生活習慣病の予防は認知症の予防にもつながります。日頃の生
活を見なおして、認知症の予防に努めましょう。

　認知症は「高齢者だけの病気」ではなく、若いころからの
予防が重要です。食生活・運動・睡眠・社会参加などの生活
習慣を整えることで、発症や進行のリスクを大幅に減らせま
す。毎日の小さなことから始めましょう。

～予防のために今できること～　令和７年度 赤い羽根共同募金　中間報告

募金総額 32,988,125円
（目標達成率：77.8％）（2025年12月末時点）

「じぶんの町を良くするしくみ。」をメインテーマに、今年度も赤い羽根
共同募金運動を展開しております。たくさんの募金が集まっており、子ども
からお年寄り、また、さまざまな団体からの温かい真心やご協力に心より感
謝申し上げます。今年度の募金期間は3月31日までとなっておりますので、
引き続きご協力をお願いします。

一宮市災害ボランティアセンター※は、平時から、センター運営や災害ボ
ランティア活動に必要な備品や資機材を備えていきたいと考えています。
今年度は、スポットクーラーと発電機（目標額200,000円）を備えてい

きます。下記の日程で街頭募金を実施しますので、皆さまのご協力をお願い
します。

※災害ボランティアセンターとは、災害発生時に被災地の支援ニーズの把
握・整理やボランティア活動の受け入れ調整・マッチングを行う機関です。

日　時　：　2月10日（火）
　　　　　　15:00～16:00
場　所　：　バロー一宮西店（八幡5-１-16）

支援を受けることにより自立した生活ができると認められる低所得世帯、障害者・高齢者の属する
世帯を対象に、資金貸付の相談を行っています。単にお金を貸すだけでなく、本会や関係機関が寄り
添い、解決に向けた相談支援を行う制度です。本貸付制度は資金の種類ごとに要件・条件があります。
詳細については、本部(℡85-7024)へお問い合わせください。
※貸付には審査があります。希望するすべての方にお貸しできるものではありません。

健康的な食事は、認知症予防に効果があることがわかっています。
栄養バランスの良い食事を１日３食、規則正しく食べることが脳と
体の調子を整えます。魚、野菜、果物を中心にバランス良く摂取し
ましょう。

①食生活①食生活

有酸素運動には脳の血流をよくし、認知機能を向上させる効果があ
ります。手軽に始められるウォーキングや、体操、水泳、サイクリ
ングなど毎日適度な運動を取り入れ、認知機能を高めましょう。

②運　動②運　動

睡眠中は認知症の発症につながる脳のたんぱく質が排出さ
れ、深い眠りの間により多く排出されるといわれていま
す。規則正しい生活と適度な運動により、良質な睡眠をと
りましょう。

③睡　眠③睡　眠

④社会参加④社会参加

人と交流しよう！人と交流しよう！
人と話をすることは脳によい刺
激を与えます。友人の集まりや
地域活動に参加するなど、人と
交流する機会を持ちましょう。

チャレンジしよう！チャレンジしよう！
新しい趣味を始めたり、行ったことのないお店に
行ってみるなど、新しい体験により脳が活性化さ
れます。興味のあることを始めてみましょう！

外出しよう！外出しよう！
買い物や散歩など一日１回は外出する機会をつくりましょ
う。季節を感じたり、近所の人とあいさつするなど脳に多く
の刺激を与え、気分転換にもつながります。

街頭募金
【スポットクーラー】【スポットクーラー】

【発電機】【発電機】 https://hanett.akaihane.or.jp/donate/entry/1714/

インターネットでの募金も受け付けています
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